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研究分野： 
科研費の分科・細目： 
キーワード：小津安二郎・小津・映画・日本映画・映画史・映像論・日本文化・大衆芸術 
 
１．研究計画の概要 
日本を代表する映画監督・小津安二郎（１９
０３―６３年）は、世界の映画シーン・文化
シーンにおいて多大な影響を与え続けてい
る。その小津安二郎が残した全５４作品の映
像・脚本から固有名詞のすべてと一部の一般
名詞を抽出し、注釈を付す。 
２．研究の進捗状況 
本研究の成果として、別掲雑誌論文３件を発
表している。研究代表者の先行論文（「痙攣
するデジャ・ヴュ—ビデオで読む小津安二郎
―⑪小津安二郎作品地名・人名稿（戦後モノ
クロ映画編）」、『北海道武蔵女子短期大学紀
要』、第３９号、１－７７、２００７年、査
読無）による成果とあわせ、既に１，７３２
項目を掲出し注釈を加えた。 
研究方法は、映像と脚本を精読し、項目を抽
出する作業に始まり、必要に応じ、臨地研究
や関係者への聞き取り調査を経て、注釈を付
すというものである。 
小津安二郎はショットの一枚一枚を絵画と
意識して映画を制作した作家であり、細部に
漫然と置かれたかに見える小物ひとつにさ
え、気を配っていたのである。従来の研究で
は見逃されがちであった地名・人名等の固有
名詞などを多数掲出したことにより、本研究
の成果を基礎に作品論の大幅な深化・発展が
期待される。 
例えば一例。『浮草』（１９５９年）の相生座
二階楽屋。『毎日グラフ』の表紙２種類が貼
られている。その一枚がデビューまもない
ザ・ピーナッツ。劇中の台詞にも「南京豆」
が登場し、小津映画の連鎖として、『風の中
の牝鶏』（１９４８年）、『お茶漬の味』（１９
５２年）など多くの作品へ繋がっていく。も
ちろん、小津自身の戦争体験へと繋がるわけ

で、小さな固有名詞ひとつから作品の読みが
深まっていくことの好例である。 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。全５４作品
のうち、２９作品の注釈を完了しているので、
おおむね順調と言える。 
４．今後の研究の推進方策 
研究終了期限までに、全５４作品の注釈を完
了し、あわせて既発表分につき補訂を行う。
また、完成後出版の予定。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 
〔雑誌論文〕（計 ３件） 
① 中澤千磨夫「痙攣するデジャ・ヴュ−−ビ

デオで読む小津安二郎−−⑫小津安二郎作
品地名・人名稿（カラー映画編Ⅰ）」、『北
海道武蔵女子短期大学紀要』、第４１号、
１－５３、２００９年、査読無 

② 中澤千磨夫「痙攣するデジャ・ヴュ—ビ
デオで読む小津安二郎―⑬小津安二郎作
品地名・人名稿（カラー映画編Ⅱ完）」、
『北海道武蔵女子短期大学紀要』、第４２
号、１－４８、２０１０年、査読無 

③ 中澤千磨夫「痙攣するデジャ・ヴュ—ビ
デオで読む小津安二郎―⑭小津安二郎作
品地名・人名稿（無声映画編Ⅰ）」、『北海
道武蔵女子短期大学紀要』、第４３号、１
－５２、２０１１年、査読無 
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